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達成状況 学校関係者評価 今後の改善点

特別支援教育

・部会の中で、支援システムや
　支援内容を検討する機会は
　多く持てた
・支援の取組の内容を学年会で
　環流できなかった

・特殊支援教育について学校からの発信がほ
　とんどないので概要をつかみにくい

・学年会や職員会議の場で定
　期 的な情報伝達が必要
・来年度に向けて通常学級の支
　援対象生徒の支援計画化
・支援システム２の複数の支援
  体制づくりが必要
・地域への啓発活動も必要

・全職員が支援システム１レベルで支援ができた
・支援システムや支援の内容については部会で検討
　し、来年度に向けての方針を作ることができた
・本年度、通常学級生徒の中に取り出しの必要な生
　徒がいなかったため具体的な支援は支援学級籍の
　生徒のみであった。そのため、支援担任と交流学
　級の担任との話し合いだけで支援を進めることに
　なり、学校全体への報告が少なかった
・支援の実践報告や支援の検討の時間や機会が持て
　なかった

外国人教育

・定期的な部会を開催する
・共生教育の推進を図る
・市県からの支援担当者との情報交換を密にし個別
　対応内容を検討する

・共生教育の取組以外はほぼ取
　り組めた
・取り出し授業も計画的に行わ
　れ、基礎学力の保障に役立っ
　た

・定期的に部会を開き、各学年の外国籍生徒の情報
　交換ができた
・共生教育については、人権教育部会に任せて、全
　く取り組めなかった
・市、県の支援員との情報交換や支援の検討は密に
　できた（校区内の国際教室担当者との情報交換
　ができた）
・進路指導担当との連携で校内進路ガイダンスを
　２回開催した
・長期休業中の補充学習を定期的に行った

・重要な項目です。県、市の行政と協調され
　て推進して頂きたい
・今後ますます大切な分野となり、いろいろ
　な取り組みが必要になってくると思います

・学校全体に国際教育の取組を
　報告する機会を増やす
・各学年会で外国籍生徒の支
  援状況を把握し、支援の見通
  しを立てる

・実践報告の機会を増やし，学校教育全体への位置
　づけを高める
・支援システム，支援の内容や方向性を検討する
・情報交換の時間を定期的に持ち，指導に役立てる

キャリア教育
（すずか夢工房・
職業体験学習）

・系統的，体系的な進路学習を行う
　（道徳・学活・総合を利用）
・体験学習を通してより自分にあった職業選択が
　できるようになる
・高校の先生による出前授業を実施する
　（１クラス４時間）

・計画的に進めることができ、
　内容も充実していた
・職業体験学習では約４０社
　の協力を得ることができた

・今年度から、高校の教師による出前授業を実施し
　たが、生徒には非常に好評で、高校の教師を身
　近に感じることができた。５人の高校の教師の時
　間の調整が難しく、学級によって体験する授業が
　少ない場合もあった

・高校の先生による出前授業は良かった。こ
　れからも続けて欲しい
・生徒には非常に好評という表現があります
　が、何がどう好評だったかを具体的に記入
　されれば判りやすいと思います

・すずか夢工房を使っての学習
  が、講師の都合でできなかっ
  たので、早めに計画できると
  良い
・出前授業の計画時期と高校生
　活入門講座の申し込み時期
  が重なるため仕事の分担が
  必要

・先生方の努力がよく伝わってきます。
・家庭学習の定着に向けての取り組みに期待
　します
・家庭学習の基本は予習復習であると思いま
　すが、その重要性を生徒のみならず機会を
　捉えて保護者への指導もあって良いと思い
　ます

・家庭学習の習慣化への取り
　組みをしていく
・「ひらたのーと」の定着に向け
　努力していく

・補充学習の実施により、わからないところを教師
　に質問することが定着してきた
・学習の進め方は指導したが、家庭学習をさせる
　にはさらなる指導が必要である
・「ひらたのーと」の有効な活用を探究していく

・定期テストの前に２日間の
　補充学習を実施した。また、
　教科によってはテスト後の
　補充も行った
・学習の進め方の手引きを作
　成した
・「ひらたのーと」に取りか
　かった

・全員に発言させる取り組みが
　できた
・机間指導など目が行き届き、
　きめ細かな指導ができた

・学習ボランティアの募集に向けて取り組んで
　いる。どの範囲で公募するか，ボランティア
　の適正などが課題である

・次年度、取り組みを前進させて欲しい ・長期休業中の補充学習に実
　習生の協力を依頼してはどう
　か

・一人ひとりに目が行き届き、生徒のつまずきに早
　く助言指導でき、全生徒が授業へ取り組めた
・非常勤講師との連携を密にする方策を考える必要
　がある

・少人数指導において生徒に発言の機会を与え
　ることを指標にすることは大切です。次の指
　標が高められることを望みます
・自己主張ができることは非常に重要な事です
　から、個人に焦点を当てて指導して頂きたい

・なかなか発言できない生徒も
　発言できるよう工夫する

・チャイム着席については職員
　の意識から生徒の意識レベル
　へ高めていく。チャイム着席を
　守らせるために、終わりの時
  間も守る。「チャイムではじめ
  チャイムで終わる」

学
力
保
障

授業改革
授業研究

・全教員が学習指導案を作成し，授業を公開し、研
　究授業に参加する
・年３回の授業研究と全教職員の授業見学に取り組
　む
・シラバスを生徒に配布し，学習への取組を説明す
　る
・最低到達目標の設定をし，生徒の到達度を検証す
　る
・ＣＲＴの分析をもとに方策を立てて指導にあたる
・基礎的な問いや活動または前時の復習を取り入れ
　どの子にも「わかった」「できた」という達成感
　をもたせる授業に取り組む
・チャイム着席を徹底させ，チャイムと同時に授業
　を行う

・全教員が学習指導案を作成
　し、授業研究に取り組めた
・シラバスや、家庭学習の進め
　方を配布した
・チャイム着席は全体的にはで
　きている。教科担当がチャイ
　ム前に教室にいることで授業
　の準備も早くさせることがで
　きた

尐人数指導

・全教科を通して，きめ細かな指導をする
・１時限で半数の生徒に発言の機会を与える
・机間巡視を頻繁に行い，生徒のつまずきにいち
　早く対応する

補充学習

・支援が必要な生徒に定期テスト前に補充学習の
　時間を設定する
・家庭学習を習慣化するため，学習の進め方，テス
　ト個票の工夫，生活ノートの工夫に取り組む。
・夏休みの補充学習を行う

学習ボランティ
ア活用

・外国籍生徒支援や低学力生徒支援のための学習
　ボランティアの活用を模索する

・募集に向けて模索中である

成果と課題
・最低到達目標の取組により９割強の生徒に「でき
　た」という達成感を持たせることができた
・最低到達目標の設定は焦点を明確にした授業改革
　に役立った。職員の意識も高まった
・ＣＲＴ分析について、意識して取り組んだ部分は
　できるようになったが、十分活かせたとは言えな
　い
・ＣＲＴ(２年）の実施は未修学の問題が多いため、
　２月中旬以降が望ましい

・学校は授業研究や授業参観に取り組み、わか
　りやすい授業や学力向上に努めていると思い
　ます
・シラバスや家庭学習の進め方の冊子を配布し
　てもらい学習の進め方がよくわかりました
・始業、終業は社会人の基本でありよくやって
　くれていると思います
・チャイム着席については、効果がみられるよ
　うであり、良い取組と思われる
・目標を定量化すれば達成状況が把握しやすく
　判りよいのではないかと思います

平成２１年度　学校関係者評価書
【別紙１-2】

鈴鹿市立平田野中学校
評価項目 本年度の活動（具体的な手立て）と指標
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達成状況 学校関係者評価 今後の改善点

平成２１年度　学校関係者評価書

・相手を大切にする必要性、重要性をきっちり
　と指導されていますが，継続して下さい
・人権学習は役に立っていると思います。今後
　も継続していき、相手の気持ちを考えられる
　人になって欲しい
・思春期の中で難しいことですが、自分の身に
　置き換えて物事を考えるようになって欲しい
・日常生活の中で何気なく相手を傷つけたり傷
　つけられたりする、毎日身近に起きる出来事
　を振り返り、見つめ直す努力が必要です

・夏期研修で、２学期の人権学
  習への取組を話しあう時間を
  確保する
・生徒会での取り組みを定着さ
　せていく

開かれた学校

・学校だより月１回，学年通信月３回，ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ毎
　週更新
・体育祭，文化祭に参観する保護者の数を５００人
　以上とする
・学校公開日を設定し，保護者が学校に来やすい環
　境を作る

・ＨＰ毎週更新はできなかった
・学年通信は月１，２回
・体育祭、文化祭に参加した保
　護者合計で６００人以上
・学校公開日３回，授業参観
　２回を設けた

・ＨＰ作成の作業環境が改善され、２学期後半から
　ＨＰの更新も多くなった。時間や労力がかかるの
　で人数を増やす
・地域への発信は徐々によくなりつつある
・参加しやすい環境作りが課題である

・ＨＰに毎週情報を入力し、掲載するのは複数
　の担当者を置くなどする必要があると思われ
　ます。一度始めると後退はできなくなります
　ので、まずはできる範囲からしていくことが
　大切です
・体育祭、文化祭では開かれた学校に向けての
　取組としては評価に値するものです

鈴鹿市立平田野中学校

・各学年にＨＰ担当を置いて対
  応する
・授業公開日や授業参観への
  保護者の参加数を増やす工
  夫をする
・学校だよりを地域回覧する

人権教育

・文化祭で人権作文を発表する
・出会い学習や参加型体験学習を取り入れた人権学
　習を行う
・人権メッセージや人権アンケートを実施する
・指導資料の収集および整理を行う。
・各種研修会への参加を呼びかけ，教職員の人権意
　識を高める
・自分の思いを言うことができた生徒が８０％以上
・仲間の思いを受け止めることができた生徒が
　８０％以上

・文化祭での人権作文の発表、
　人権学習などの生徒への取組
　や教職員の取組も機会が多く
　学びの体制はできている
・生徒会がいじめ撲滅に向けた
　取り組みを積極的に行った
・アンケートの結果から、自分
　の思いを言うことができた生
　徒が８４％、仲間の思いを受
　け止めることができた生徒が
　９５％（２年）であった

・１つ１つの人権学習は、充実している
・生徒の個人の中では人権意識を高めることができ
　た。しかし、実際の日常生活では、心ない言葉や
　行動もあるので、身近な学校生活での生徒同士の
　つながりをどう進めていくかを考えていく必要が
　ある
・メッセージボードの製作やキャラクター作り、横
　断幕作りなど目に見えた活動ができて良かった

生徒指導
生徒会

・時間を守る指導を徹底する
                 （朝の遅刻を各学年３人以内）
・チャイム着席を徹底する（授業遅刻者を０人）
・職員の授業時間（開始・終了）を徹底する
・事故報告件数を減少させる。（昨年３５件）
・怠学，不登校生徒を各学年５人以内にする
・挨拶，返事や正しい言葉づかいの指導をしっかり
　する
・自ら進んであいさつできる生徒の割合を７０％以
　上とする
・委員会活動に対する満足度を８０％以上とする
・学校行事に対する満足度を７０％以上とする
・月１回交通安全の声掛け活動を行い，ヘルメット
　かぶろう運動への意識を高める

・教職員の教室への移動は早く
　なっているが、生徒の朝の遅
　刻は徹底できていない
・事故報告件数は現在１４件と
　減っている
・あいさつを進んでする生徒は
　８０%以上である
・学校行事に対する満足度は
　８０%以上である
・学年が上がるにつれ、不登校
　生が増加する実態がある

・教職員が早く教室へ行くことで生徒も早く行動す
　るようになってきているので引き続き時間を守る
　指導をしていく
・全体的には落ち着いてきているが正しい言葉づか
　いが課題である
・交通事故数は減少したが、一部ヘルメットをかぶ
　らない生徒もいるので交通指導を続けていく
・委員会活動が定期的でないので、活性化が必要で
　ある
・不登校生徒への対策を考える必要がある

・あいさつ運動は良いことだと思います
・遅刻者を減らすためには学校だけでなく家庭
　と協力して行くことが大切だと思います
・不登校生がこれ以上増えないよう、また減ら
　すよう取り組んで欲しい
・学習態度の悪い生徒に対する取組にも期待し
　ます
・時間を守ると言うことは一般社会の中で非
　常に重要なことです。集団登校の引率をし
　ています。遅刻とあいさつはきちんと指導
　していますが、時には親にも注意すること
　があります。きっちり指導して頂きたい

・チャイム着席やあいさつ運動
  は生徒会や委員会と協力しな
  がら進める。また、小中の連
  携も図る
・引き続き職員間の連携を密に
　して、問題行動の未然防止、
　早期発見に努める

評価項目 本年度の活動（具体的な手立て）と指標 成果と課題


